
広域交通ネットワーク特別委員会会議記録 

 

広域交通ネットワーク特別委員長  麻生 栄作   

 

１ 日 時 

   令和６年１２月１２日（木） 午後１時３０分から 

                 午後３時３０分まで 

 

２ 場 所 

   第３委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

麻生栄作、木田昇、清田哲也、今吉次郎、阿部長夫、太田正美、後藤慎太郎、木付親次、 

三浦正臣、吉村尚久、若山雅敏、高橋肇、澤田友広、堤栄三、末宗秀雄 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   宮成公一郎、守永信幸 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   観光局観光誘致促進室長 長谷部貴志、土木建築部参事監兼道路建設課長 瀬戸祐介   

 ほか関係者 

 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）広域道路ネットワークと観光振興について、執行部から説明を受けた。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記 

政策調査課政策法務班 主査 近慎太郎 

政策調査課政策法務班 主査 稲垣俊和 

政策調査課政策法務班 主事 岩尾晴花 

議事課委員会班    主査 坂口泰弘 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

麻生委員長 これより、第４回広域交通ネット

ワーク特別委員会を開催します。 

本日は、委員外議員として、宮成議員と守永

議員が出席しています。 

本日は土木建築部と観光局にお越しいただい

ています。基本的に、各常任委員会で所管事項

を審査していますが、当特別委員会としては、

それぞれのプランや長期総合計画よりもっと先

の構想や１０年以上先の話になっている分野が

所管事項となっており、非常に難しい案件です。

そういった長期的な部分であっても、今、当委

員会や県議会としてはアプローチをして、意見

集約の方向性について議論しておかなければな

らないので、その部分の方向性を当特別委員会

として調査していこうということです。 

議会開会中であり、しかも常任委員会が終わ

った後のお疲れのところですが、しっかりと事

前準備をしていただき、今日は説明をいただく

ようになっていることに対して敬意を表し、感

謝を申し上げたいと思います。 

 それでは、本日は土木建築部から付託事件３

の広域道路ネットワークについて、そして観光

局から付託事件４の広域交流、観光振興、産業

振興のうち、観光振興に関する部分について説

明を受けたいと思います。 

 それでは、土木建築部から説明をお願いしま

す。 

瀬戸道路建設課長 私の方から広域道路ネット

ワークについて説明します。 

 まず、資料の２ページです。 

 さきほど委員長からもありましたが、長期的

な道路の計画については、大分県新広域道路交

通計画が令和３年度に策定され、こちらで整備

されていますので、この計画について説明しま

す。 

 まず、計画策定の経緯ですが、令和２年６月

に国土交通省において新たな広域道路ネットワ

ークに関する中間とりまとめがなされました。

このとりまとめに基づき、全国各都道府県にお

いて新たな広域道路計画の策定作業が行われて

います。新たなというのは、平成６年に同じよ

うに全国の都道府県において計画の策定作業を

行っていますので、それを更新する新たなもの

ということで令和２年６月から作業をスタート

しています。 

 令和３年３月には有識者を交えた懇談会を大

分県で開催し、５月にパブリックコメント、６

月に関係機関との協議会を経て、令和３年６月

の第２回定例会で報告し、内容を公表するとい

うものになっています。 

 資料の３ページです。 

 こちらは、その計画において定めている広域

道路ネットワークの階層の図です。こちらにつ

いて説明します。 

 広域道路ネットワークとしては、高規格道路

と一般広域道路の２種類の位置付けとなってい

ます。さらに加えて、高規格道路や一般広域道

路の要件に合致する可能性があるものの、構想

段階の路線というものについて、別途構想路線

という位置付けをしています。高規格道路につ

いては右側にあるとおり、大分自動車道や東九

州自動車道の合計６路線があります。一般広域

道路についてはその右下、国道１０号や国道５

７号などの１４路線、さらに構想路線について

は左側にあるとおり、宇佐国見道路や臼杵港臼

杵インターチェンジ連絡道路など合計７路線が

位置付けられています。 

 続いて４ページです。 

こちらはさきほどの３種類、高規格道路、一

般広域道路、構想路線のそれぞれの位置を示し

たものです。 

 続いて５ページです。 

 広域道路ネットワークのそれぞれの要件につ

いて簡単に説明します。 

 まず、高規格道路ですが、こちらは三つのカ

テゴリーがあります。一つ目がブロック都市圏

間を連絡する道路、二つ目がブロック都市圏内

の拠点連絡や中心都市を環状に連絡する道路、
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三つ目がこれらの道路と重要な港湾、空港を連

絡する道路、このいずれかに該当する道路が高

規格道路として定められています。 

 一般広域道路については、二つのカテゴリー

があり、一つ目が広域交通の拠点となる都市を

効率的かつ効果的に連絡する道路、二つ目が高

規格道路や一般広域道路と重要な空港、港湾等

を連絡する道路という定義付けがされています。 

 一番下の構想路線ですが、こちらはさきほど

も少し触れましたが、高規格道路や一般広域道

路の要件に合致する可能性があるものの、現時

点で事業化に向けた環境が整っていない路線と

いうものが構想路線として位置付けられている

ところです。 

 続いて６ページ目以降ですが、こちらから高

規格道路と構想路線について、個別の路線を簡

単に説明します。 

 まず６ページの高規格道路の一つである東九

州自動車道です。こちらはＮＥＸＣＯ西日本に

おいて現在４車線化の事業が行われています。

区間は北から、宇佐インターチェンジから院内

インターチェンジの間、大分宮河内インターチ

ェンジから臼杵インターチェンジ付近までの間、

津久見インターチェンジから佐伯インターチェ

ンジの間の一部区間となっています。 

 続いて７ページです。 

 こちらは中九州横断道路になります。国土交

通省において事業が進められているもので、大

分県内では犬飼インターチェンジから竹田イン

ターチェンジ間が開通しています。そのほか、

竹田阿蘇道路では現在事業が進められており、

工事も始まっているところです。さらに大分か

ら犬飼の間については、現在都市計画決定や環

境アセスメントの手続が実施されているという

状況です。 

 続いて８ページです。 

 こちらは中津日田道路になります。大分県と

一部国土交通省で事業が行われています。開通

済みの区間としては、中津港から青の洞門・羅

漢寺インターチェンジの間、それに加えて、本

耶馬渓インターチェンジから耶馬溪下郷の交差

点までの間の二つの区間で開通しています。事

業中の区間としては、三光本耶馬渓道路が国土

交通省において実施されている区間です。加え

て、日田山国道路と耶馬溪山国道路、この二つ

の区間は大分県が事業を実施中です。 

 続いて９ページです。 

 大分中央幹線道路、いわゆる庄の原佐野線で

す。こちらについては、大分インターチェンジ

から下郡工業団地入口の間が開通しており、現

在の事業としては、下郡工区と下郡・明野工区

の二つの区間で大分県が事業を行っています。 

 高規格道路の最後になりますが、１０ページ

です。 

 大分空港道路です。こちらは日出インターチ

ェンジから塩谷交差点までの間の区間が供用さ

れており、これまでに４車線化の事業やワイヤ

ーロープの設置なども実施してきました。 

 以上が高規格道路の現状の簡単な説明です。 

 １１ページからの構想路線について、こちら

も簡単に説明します。 

 構想路線の定義はさきほど説明しました。こ

の構想路線の具体化に向けては、長期的な視点

からニーズの把握や事業主体等に係る検討・調

整が必要となってくるという位置付けのもので

す。 

 路線は７路線あり、五十音順で、宇佐国見道

路、臼杵港臼杵インターチェンジ連絡道路、大

分港大分宮河内インターチェンジ連絡道路、大

野高千穂道路、日田阿蘇道路、豊後伊予連絡道

路、湯布院竹田道路の七つとなっています。 

１２ページです。 

 こちらは宇佐国見道路です。宇佐市から国東

市に至る路線となっており、フェリーが就航し

ている竹田津港と東九州自動車道の２点間を結

ぶことにより、広域的な循環型のネットワーク

を形成することを意図した道路となっています。 

 続いて１３ページです。 

 こちらは臼杵港臼杵インターチェンジ連絡道

路です。こちらは臼杵市内で完結する道路です

が、さきほどと同様にフェリーの航路がある臼

杵港と東九州自動車道を結び、ネットワークを

形成するという位置付けの道路となっています。 

 １４ページです。 
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 こちらは大分市内の大分港大分宮河内インタ

ーチェンジ連絡道路です。こちらも同様に、重

要港湾である大分港と東九州自動車道の２点間

を結ぶネットワークを形成する道路となってい

ます。 

 続いて１５ページです。 

 こちらは大野高千穂道路です。この道路は豊

後大野市から宮崎県高千穂町に至る路線となっ

ており、九州中央自動車道と中九州横断道路の

間を結び、その間を補完するようなネットワー

クを形成する役割を期待される道路です。 

 続きまして１６ページです。 

 日田阿蘇道路です。この道路は日田市から熊

本県の阿蘇市に至る路線となっています。こち

らもさきほどの大野高千穂道路と同様に、二つ

の高規格道路を結ぶ道路であり、大分自動車道

と中九州横断道路を結ぶ広域的なネットワーク

形成のための道路という位置付けになっていま

す。 

 続いて１７ページです。 

 豊後伊予連絡道路です。こちらは大分市から

愛媛県の八幡浜市に至る路線となっています。

こちらの役割としては、広域的な観光圏の創出

や関門海峡とのダブルネットワークの形成とい

った役割が期待される路線となっています。 

 最後になります。１８ページです。 

湯布院竹田道路です。こちらは由布市から竹

田市に至る道路で、大分自動車道と中九州横断

道路の間を結ぶ路線という位置付けになってい

ます。 

 簡単ではありますが、説明は以上です。 

麻生委員長 ありがとうございました。 

 続いて、付託事件の調査（２）広域交流・観

光振興・産業振興の分野について、長谷部観光

誘致促進室長お願いします。 

長谷部観光誘致促進室長 観光局観光誘致促進

室の長谷部です。私の方から観光振興に関する

部分、特に観光客の動きやインバウンドの状況

を説明します。 

 ２ページをお開きください。 

 まず、大分県の観光動向について説明します。 

 宿泊者数の推移について、令和５年は７６２

万人のうち、日本人が６２６万人、外国人が１

３１万人となっています。令和元年がピークと

いうことで、その後コロナで大幅に落ち込みま

したが、令和５年の水際対策終了後、訪日外国

人の増加もあり、ほぼコロナ禍前の水準まで回

復をしている状況です。 

 ちなみに、令和６年の１月から９月までの速

報値は、日本人が約５１２万人、外国人が約１

０９万人ということで、このままの状況が続け

ば、令和６年は調査以来過去最高になるのでは

ないかという勢いです。 

 続いて、３ページをお開きください。 

 観光消費額の推移についてです。インバウン

ドの消費が好調で、令和５年は５２１億円と、

調査開始以来過去最高になっています。全体で

も、コロナ禍からの回復でインバウンドの消費

が押し上げられているという影響もあり、過去

最高になっています。 

 また、旅行１回あたりの消費額単価について

は、特に外国人の消費単価が、平成２５年で日

本人の約２倍だったものが、令和５年で約３．

５倍まで拡大をしています。日本人の消費単価

の増加は緩やかですが、外国人については急速

に増えている状況です。 

 続いて４ページをお開きください。 

 宿泊客の構成比についてです。円グラフ左側

は国内の発地別の構成比です。これを見ると、

福岡県が２７．７％で一番多く、次いでその他

九州・沖縄、大分県内という順になっています。

県内と九州で約６割を占める状況です。 

 円グラフの右側は外国人の構成比となってい

ます。これでいくと、韓国からの旅行者が最も

多いという状況で、アジア圏だけで約８割を占

めています。 

 今のところ、欧米からの旅行者については数

％といったレベルではありますが、最近の傾向

では、別府などでも欧米系の旅行者が街を歩い

ている状況もありますので、今後そういった層

の増加も見込めるといったところです。 

 続いて、県内に訪れた旅行者の交通手段の状

況について説明します。 

５ページをお開きください。 
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 これは県が毎年実施している大分県観光実態

調査における聞き取り調査の結果です。 

 まず、主に国内在住の旅行者を中心に、県外

からどの交通手段で大分に来たのかを聞き取り

した結果についてまとめています。 

 表の中段の居住地（地域）別の表を御覧くだ

さい。これによると、九州圏域からの来訪者に

ついては自家用車、社用車、公用車、いわゆる

乗用車等の使用がほとんどという状況です。ま

た、関東からの旅行者については飛行機の利用

が多く、近畿については自家用車、新幹線、フ

ェリーの順に多い状況です。 

 ６ページをお開きください。 

 今度は、大分に来た方が大分県内でどの交通

手段を利用したかという調査についてまとめて

います。どのエリアについても車の利用が多く

なっています。特に関東から飛行機、近畿から

フェリー、新幹線で来た旅行者については、県

内に入ってからはバス、ＪＲの利用もあります

が、レンタカーを利用しているという割合が高

いです。 

 続いて７ページを御覧ください。 

 今度は、大分県に来た外国人旅行者の入国の

状況について説明します。 

 入国経路を実際に調査した統計データという

のはあまりありませんが、ＮＴＴドコモが提供

するモバイル空間統計という統計があります。

この２０２３年の４月から９月の携帯電話端末

のデータ、これは訪日外国人が外国で契約をし

て日本に渡航した際に持っていた携帯端末を各

基地局で把握した所在データというのがあるん

ですが、それを基に調査をしたものがあり、そ

れを九州観光機構がマーケティング調査という

形で調査しています。その結果を参考にしたも

のです。 

 それによると、大分に来られた旅行者のうち、

福岡空港からの入国が約９割で、関東、関西か

らの経路で来られた方が５％程度という状況に

なっています。 

 続いて８ページを御覧ください。 

 今度は、国・地域別の内訳について表したも

のです。アジア圏の国・地域においては福岡県

からの入国シェアが最も高くなっています。そ

の中でも韓国については大分への直行便があり、

大分空港への入国が一定数見られるところです

が、大分空港の比率でいくと５％を下回ってい

ます。また、欧米豪については、羽田空港、成

田空港からの入国が多い状況です。 

 ちなみに、これは入国の状況ですが、出国に

ついても同様の傾向で、ほぼ同じ割合で福岡空

港から出国をしています。 

 ９ページから１１ページについては、福岡空

港からの流入が多いということで、参考までに

１０月現在の九州の各空港の国際航空路線の状

況を掲載しています。 

 飛んで１２ページを御覧ください。 

 １２ページから、外国人旅行者の九州内での

周遊の状況について説明します。 

 さきほど触れました、九州観光機構が行った

マーケティング調査の結果に基づき、九州内を

４１のエリアに区切って、あるエリアとあるエ

リアを１回移動した場合の、その国・地域ごと

の旅行者の移動量を見える形で表したものです。 

赤線の矢印は移動量が多い上位１０ルートを示

しています。 

１２ページは韓国の状況です。韓国について

は、福岡を起点に、湯布院・竹田・豊後大野エ

リアへのルートに移動量が多いというところで

す。 

 また、湯布院エリアから別府・大分エリアの

ルートも多く、福岡、湯布院、別府の３点を結

ぶ赤色の三角形ができています。こういった状

況にあるのは大分県のみで、大分県内のいわゆ

るゴールデンルートになっています。 

 また、福岡から日田・玖珠・九重エリアの動

線についても上位に入っており、韓国について

は別府・湯布院以外への若干の周遊の広がりが

あると見て取れます。 

 続いて１３ページを御覧ください。 

 １３ページは中国の状況です。中国について

は、熊本方面へのルートが多く、大分県内への

ルートについては、上位、中位に入っていない

状況です。 

 続いて１４ページ、こちらは台湾の状況です。 
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 台湾については、福岡から熊本市方面、また、

阿蘇エリアから熊本エリアへのルートが多くな

っています。福岡から由布エリアのルートも多

くなっています。阿蘇から由布・竹田エリアの

ルートは上位１０位には入っていないというと

ころから言うと、今、ＴＳＭＣなどで勢いがあ

る台湾の熊本への流入は阿蘇エリアで止まって

おり、大分への波及がまだ小さいという状況で

す。 

 続いて１５ページを御覧ください。 

 こちらは香港です。香港については、福岡か

ら由布・竹田・豊後大野エリアと大分・別府エ

リア、それぞれのエリアのルートでの移動量が

多くなっています。 

 続いて１６ページ、こちらはＡＳＥＡＮ諸国

です。 

 東南アジア諸国については、福岡から由布・

竹田・豊後大野エリア、由布・竹田・豊後大野

から別府・大分エリアのルートが多くなってい

るところですが、他の地域とはちょっと違った

ところとして、長崎、宮崎への広域への周遊と

いうところもあるという状況です。 

 続いて、１７ページは欧米豪の状況です。 

 欧米豪からの旅行客については、アジア圏と

は異なる動きをしています。福岡から長崎県へ

の周遊が多く、これは平和記念公園や世界遺産

のキリシタン協会群、そういったところの人気

が影響しているのではないかと思われます。ア

ジア圏では別府、湯布院などの大分県内ルート

がほぼ上位に入っていますが、欧米豪では入っ

ておらず、大分県への周遊はまだ少ない状況と

なっています。 

 １８ページを御覧ください。 

 全ての国と地域での九州全体の周遊の状況を

表しています。母数が大きい韓国からの旅行客

が全体を押し上げている関係で、福岡、湯布院、

別府、阿蘇での周遊が多くなっています。熊本

への周遊も含めて、北部九州での周遊が多く、

福岡、大分、熊本が北部九州のゴールデンルー

ト化している状況です。これは県で行っている

海外プロモーションの現場で、アジア圏の旅行

会社から情報収集してみても同様の認識が得ら

れます。 

 続いて、大分県内に来る外国人旅行者のフェ

リー航路の利用状況について説明します。 

 １９ページを御覧ください。 

 大分県に来県する外国人旅行者の経路は、福

岡空港以外のルートとして、フェリーのルート

が考えられます。関西からのフェリー航路につ

いては、別府・大分・志布志航路に就航してい

る商船三井さんふらわあがあり、航路別の旅客

数を見ると、別府、大分で９割を占めています。 

 商船三井さんふらわあの情報によると、令和

５年度のインバウンド乗客数は約５，２００人

で、地域別ではアジアの方が３割である一方、

欧米豪の国々を足すと６０．４％で６割を占め

るというような状況です。 

 続いて２０ページを御覧ください。 

 フェリーについては隣県からのフェリー航路

もあり、来年度の大阪・関西万博も見据えたと

ころで、関西からの経路となり得る愛媛県から

のフェリー航路の利用者について、８月から県

の方でインバウンド利用状況のアンケート調査

を行っています。まだ母数が少ないですが、傾

向としてさんふらわあと同様、欧米豪の方が全

体で４７．４％を占めており、中でもドイツの

乗客が大変多い状況です。ドイツの方は乗り物

が好きで、乗り物を目当てに旅行に来られると

いうことで、特にフェリーは人気という傾向に

あります。 

 資料の方は以上です。 

現状のまとめと課題提起ですが、まず１点目

として、やはり車利用が大変多いという大分県

の交通状況を鑑みると、自家用車やレンタカー

利用に対する利便性を高めることが旅の満足度

を高める可能性が高いのではないかと思います。 

 また、観光消費額が高い外国人旅行者につい

ては、国・地域別の割合でいくと、東アジアが

８割以上を占めており、海外からの入国経路は

東アジアに近い福岡空港からが９割を占めてい

ます。 

 周遊については、福岡、大分、熊本の北部九

州を中心に周遊している現状があります。そう

いった現状も考慮すると、福岡、熊本との間の
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移動手段を確保する中で、熊本と大分間の移動

手段は今後拡充する必要があると思います。熊

本の状況でいくと、今は阿蘇で止まっているの

で、そこからさらに大分の方の周遊につなげて

いくというところが課題になります。 

 県内旅行者の半数を占める韓国については、

大分への直行便がありますが、今のところ福岡

空港経由の状況です。ただ、韓国からの旅行者

の県内滞在時間を増やして、周遊をして、なお

かつ観光消費額を増やすということであれば、

やはり大分空港直行便の拡充は今後必要になっ

てくるのではないかと考えています。 

 船について、船便での来県は関西、別府、大

分、愛媛、臼杵、いずれも欧米豪の方の利用が

大変多いです。現在、県としては韓国が多いと

ころではありますが、誘客の多角化というとこ

ろも進めています。欧米豪からの誘客強化も必

要であると考えていますので、現状でも約半数

が利用されているフェリー航路の活用について

は、関西、愛媛からのルートによる周遊の促進

といったところで有効なものではないかと考え

ています。 

 資料にあるように、インバウンドにおいても

別府、湯布院という名前は大変認知度が高いで

す。やはり大分といえば別府、湯布院というこ

とで、そこを目当てに来られる方というのはい

ますが、大分県内はいろんなすばらしい場所が

ありますので、別府、湯布院からさらに県内の

周遊というところを県としてもいろんな対策を

考えていく必要があるのかなと思います。 

 まずは地域の魅力的な観光素材の磨き上げ、

それと、それをしっかり情報発信していく。長

期的な取組として、例えば、二次交通の充実、

そういったところが今後課題として対応してい

くものであると思っています。 

麻生委員長 ありがとうございました。 

 以上で説明は終わりましたので、これより質

疑に入ります。全体を通してで構いませんので、

どうぞ。 

堤委員 観光客の状況を見ると、大分県内に入

ってくる人は当然外国人よりは日本人の方が多

いし、消費額も圧倒的に日本人の方が多いよね。

確かに外国人はあまりお金を使わないというイ

メージがあるけど、そういうところで、確かに

海外での誘客、インバウンドも必要だけど、日

本国内の方々に大分に来てもらうための魅力発

信というのは具体的にどういう方向でやってい

るんでしょうか。 

長谷部観光誘致促進室長 観光誘致促進室にお

いては、国内誘客と海外誘客の２つに分けて行

っており、国内誘客については、先日デスティ

ネーションキャンペーン（ＤＣ）を行いました。 

また、情報発信の強化のために、県民による

県内のいろんな魅力発信ということで、ＤＩＧ 

ＯＩＴＡというファンコミュニティをつくりま

した。そこに登録をされた方がＳＮＳ等で大分

の情報を上げて、それを国内の方が見て、また

大分に来ようかという形の情報発信の強化をし

ています。 

あと、なかなか大分１県では情報発信が不足

する部分があるので、他県と連携した取組も進

めています。例えば、やまなみ連携ということ

で、熊本と大分でやまなみエリアを中心とした

情報発信であるとか、愛媛県と連携した共同で

のイベント等でのＰＲ、そういったところの国

内誘客の取組というのも、地味なところではあ

りますが、着実に進めているところです。 

堤委員 この前福岡に行ってきたんだけど、博

多駅前の人の通りはすごいんよね。大分駅を見

ると、確かにイルミネーションは点いているん

だけど、寂しいんよね。だから、人口規模も当

然違うんだけど、もう少し駅前の人が寄れるよ

うな体制をつくる必要があるのではないかと思

いました。 

あと、情報発信の仕方も、お風呂のコマーシ

ャルはバズったけど、それ以外はあまりぴんと

こないよね。そういう情報発信もやっぱりきち

っとやっていく。もっとこれはすごいなと思わ

れるようなやつを行政全体で、民間も含めて発

信をすべきだろうと非常に痛感をしました。 

 もう１つは道路の関係。構想路線がこんなに

あるというのはあまり認識がなかったです。知

事が豊予海峡ばかり言うから、そこばかり頭に

あるんだけど、それ以外の部分も結構あるよね。
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そこら辺は県としてどう認識されていますか。 

瀬戸道路建設課長 構想路線は今七つあります。

それらに対してどういう認識かというと、まず、

さきほど説明の中でも申し上げましたが、長期

的に検討を要する路線だと認識しています。で

すので、５年、１０年で何か動き出すというよ

うなイメージよりかはもう少し長いスパンで、

必要かどうかも含めてそれぞれ検討を進めてい

く必要があると考えています。 

 その中でどれが今どうかというと、横並び状

態であり、長いスパンで見れば、人口等いろい

ろ変わってくると思うので、そういった部分を

見極めながら、個々の路線についての必要性を

定期的に検討しながら、状況が変わったのであ

れば、それに応じてどうしていくべきかという

のを考えていくということです。７つあります

が、それぞれ今頑張って前に行こうという状態

というよりかは、状況をしっかり見守って、タ

イミングが来たら力を入れて取り組むというス

タンスで考えています。 

堤委員 情報発信はどう。シンフロかな。そう

いう何か発信をね、民間も含めてした方がいい

んじゃないかと思うんだけど、そこら辺はどう

ですか。 

長谷部観光誘致促進室長 情報発信については、

確かにシンフロであるとか、尖った形の情報発

信というのは確かに効果があるということで、

続けていきたいと思っていますが、まず県とし

ては、やはり何かしらのトピックに乗っかる形

で情報発信できればと考えています。来年でい

くと大阪・関西万博であるとか、あと宇佐神宮

の御鎮座１３００年、そういったところを捉え

て県内の周遊を促進しようと考えています。例

えば、動画を作っていくとか、あとは目立った

ところでの情報発信、例えば、関西や関東でメ

ディアを使った情報発信はしていきたいと考え

ています。その中身については、いろんな方の

御意見を伺って、皆さんに刺さるような内容、

やっぱり大分に来ようかなというような内容に

なるように吟味しながら情報発信の方は続けて

いきたいと思っています。 

堤委員 是非ね、いろんな意味で大変だと思う

けど、やっぱり使う人、つまり旅行者の懐が温

かくないと旅行もしないからね。そういう点で

はやはり民間の人たちの懐を温めるような施策

も応援するという全体的な景気対策も含めて、

是非検討していただきたいということを要請し

て終わります。 

吉村委員 一つは観光消費額の部分で、特に外

国人がどういうところにお金を落としているの

かということについて、例えばホテルのランク

でいえば、ある程度高いところを望んでいるの

かとか、お土産は家電製品とかの方が多いのか

とか、何かそういうような資料があればちょっ

と教えてください。どういうところにお金を落

としているのかということ。  

もう一つは、九州ＭａａＳが具体的に始まっ

たと思うんですけど、さきほど福岡、熊本、大

分を回る周遊という話がありましたが、そうい

うＭａａＳについての県としての基本的な考え

方や九州ＭａａＳの進み具合はどのような状況

になっているのか分かればお願いします。 

長谷部観光誘致促進室長 まず、観光消費額に

ついての質問ですが、県の方で調査をしたもの

では、海外の方は日本人に比べて、交通費自体

がかかっている部分は当然あるんですが、お土

産代や宿泊についてもやっぱり高いところに泊

まっているという状況があるので、若干消費額

の方は高いです。 

 あと、九州ＭａａＳについては、私どもでま

だ状況把握ができていないんですが、しっかり

情報を把握し、周遊してもらうための情報発信

をしていきたいと考えています。 

吉村委員 観光消費額の部分で、特に買って帰

るようなものは何か分かりますか。 

長谷部観光誘致促進室長 すみません、具体的

な品目については把握ができていません。ただ、

聞くところによると、電化製品といった割と値

の張るようなものを買って帰られるということ

です。 

吉村委員 じゃあ、ＭａａＳについてはもう少

し勉強していただければと思います。またよろ

しくお願いします。 

麻生委員長 ＭａａＳについては所管が企画振
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興部の方になると思うので、またそれは確認し

ましょう。 

太田委員 さっきの観光消費額で、今、世界的

なアベレージとしては５００ドルから７００ド

ル、７万５千円から１０万円となっており、湯

布院でもそういう宿が出てきているんです。 

 それとやはり、外国人の方は１泊ではなくて

長期滞在をします。大分は国際便が少ないので

どうしても福岡便からのアクセスになるんです

が、それでも湯布院で１週間泊まって、湯布院

だけに滞在するんじゃなくて、そこを起点とし

て大分県内いろんなところに行きます。そうす

ると、やはりそういう方は、例えば、一旅行に

１００万円とか、そういうお金を持って来るわ

けですよね。だから、こちら側としては、それ

をちゃんと使えるような満足度のある商品を提

供するためには１地域だけでは難しいので、や

はり大分県内のいろんな商品を磨き上げて、そ

れを一つのパッケージみたいな感じでやらない

と、一回きりになってしまう。その人たちが気

に入ってリピーターとなってまた来年来てくれ

たり、その人だけじゃなくて、その人の家族や

会社が日本に来てくれる。一番はやっぱり日本

がきれいで、空気もおいしいし、水もおいしい

し、治安がいいということが絶対条件みたいな

ところもあるので、その辺のこともですね。 

 国内旅行について、我々は視察でいろんなと

ころへ行きますが、大分は知らなくても、別府、

湯布院といったら大概の人の認知度はあるわけ

ですよね。でも行ったことがない。認知度だけ

はあるので、その辺の戦略をもう少し考えない

と、ただ大分だけを売っていてもなかなか来て

くれないので、もっと特化した部分をやらない

と効果が出てこないのかなという気がするんで

すよね。 

 中国人が増えるとなかなか金を使いません。 

やっぱり台湾、香港の人が来るとしっかりお金

を使ってくれるという特徴があります。 

 ただ、中国の人はやっぱり珍しいというか、

日本国の製品でちょっと高いものとか、そうい

うものはやたら買いますね。だから、今はそう

いうふうに時代がどんどん変わっていっている

ので、それをどう先取りをするかということが

必要なんじゃないかと思いますけど、どう考え

ていますか。 

長谷部観光誘致促進室長 さきほど私の方から

も説明したように、別府、湯布院というのは一

つのブランドとして確立されていて、やっぱり

そこを目当てに来られる方というのはいます。

さきほどのルートの移動量について見ても分か

るかと思うんですが、そうなると、別府、湯布

院までは確実に大分の方に来ていただいている

ので、そこからさらに大分県内をどう周遊させ

ていくかというところは私どもも課題として考

えています。 

 来年度については、例えば、別府、湯布院ま

で来ていただいた方を、周遊バスとかを運行し

て、それ以外のところにも回ってもらうような

仕組みをつくるとか、あとは別府、湯布院以外

の地元の方もいろいろと観光素材の磨き上げを

して、ちゃんと旅行消費につながる商品、素材

をつくって、しっかりと情報発信をしていただ

く。その情報発信を県としてもサポートしてい

く体制は築いていきたいと思っております。 

太田委員 新しい商品をという中で、トレンド

が投資なんですよね。今、湯布院を見ていると、

中国人や韓国人のオーナーが空き家みたいなも

のを５件も６件もやたらと買い漁っている。そ

して、自国のお客さんをそこに泊める。だから、

決済も何もかも全部自国で終わっているみたい

な。特に福岡空港なんかはタクシーじゃなくて

民間のいわゆる白タクが走ってきて連れていっ

て、タクシーも利用しない状況です。ハイアッ

トも来る、ワシントンも来る、別府も多分そう

だと思うんですけど、要するに、極端に言えば、

１泊１００万円から３００万円みたいなスイー

トの部屋ができたり、そういうのがもうごく普

通になっているんです。ニセコでもそういう部

屋ができて、１０日間とか宿泊する。３千万円

落として、予約も来年までずっと埋まっている

みたいな現状も既にあります。世界はそれだけ

ダイナミックに動いている中で、それが全てじ

ゃないんですけど、インバウンドの世界にはそ

ういう世界もあるということが一方であって、
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一方で国内旅行はなかなかデフレの中で単価が

上がらない、付加価値を乗せられないという二

重の現状が今あるのかなと。その中でどういう

戦略を立てていくのか。 

 だから、去年あたりか、高付加価値化補助金

で、別府、湯布院あたりでも随分それに乗っか

って今リニューアルしているところは多いんで

す。だから、その人たちがどういうふうにこれ

からの展開をやっていくのかというのをやっぱ

り一緒に考えていかないと、負債だけが残って

いるというのが特に大きいのかなと思うので、

その辺を戦略にもうちょっと工夫が要るのかな

と。数だけを呼ぶだけじゃ駄目なんでね。 

麻生委員長 ちょっと論点を整理したいと思い

ます。 

 冒頭に申し上げましたが、これは広域交通ネ

ットワークの特別委員会でありまして、常任委

員会でただいまの部分は十分議論されているは

ずなのかどうか。そういった意味で私の方から

の質問は、今日、当特別委員会で報告いただい

た観光動態の状況等はもちろん常任委員会で報

告をしているんだろうと思うんですが、その辺

の実情と、当然、それに伴った観光戦略を立案

するにあたって、深掘りした議論をどのような

形で、どのような見直しスケジュールでやろう

としているのか。そしてあわせて、いわゆる交

通政策に関わる部分も今出てきているわけで、

企画振興部の交通政策局と国際政策課と観光局

で、インバウンドを含めた形の中でどのような

協議を、具体的にどんなスケジューリングで、

どんな協議をいつまでにして、議会からどのタ

イミングでどのような意見聴取をするのか、説

明をするのかといった部分について説明を求め

ます。 

長谷部観光誘致促進室長 観光の動態やインバ

ウンドの状況は逐一常任委員会の方で報告をし

ております。 

 観光の部分の戦略については、おんせん県お

おいたツーリズム戦略というのを策定していま

す。その所管については観光政策課の方ではあ

るんですが、その戦略の第４期が今年までとい

うことで、現在、新たに来年に向けて第５期の

戦略についての策定作業を進めています。その

策定の状況や中身についてはまだ案の段階では

あるんですが、そういったところについても常

時常任委員会の方で報告をしているという状況

です。 

 その策定の中で、国際政策課や観光に関わる

関係課とも調整しながら、戦略の策定作業を進

めています。 

麻生委員長 そういう状況の中で、さきほど国

際便の話が出ましたが、大分空港の国際便のみ

ならず、福岡空港インがこれだけ多いという状

況にあって、さきほど道路交通ネットワークや、

いわゆる交通インフラのありようという部分で

の問題認識として、具体的にどういう問題認識

をお持ちかという部分のまとめはいつ頃までに

どのような形でしようとしているのか。海外戦

略の素案については来年の１月には出てくると

聞いていますので、そのあたりを含めてお願い

します。 

長谷部観光誘致促進室長 質問の内容について

は、当然、今策定中の観光戦略の方に盛り込ま

れます。観光戦略についても、国際戦略と同じ

タイミングで来年には策定する形になりますの

で、今年度中には策定される予定になっている

かと思います。 

麻生委員長 一応そういう状況だということで

すね。しっかり連携が必要だということを指摘

しておきたいと思います。 

阿部委員 道路の件でお伺いします。 

 大分空港道路の捉え方ですが、今、４車線区

間が７．４キロメートル、３７％ということで

す。２車線区間が６３％あるわけですが、これ

をどのようにしていくか、このままか。ホーバ

ークラフトに随分とお金がかかりますからね。

４車線化に向けて、財政的に難しいかもしれま

せんが、これは総務企画の政策とどういう話を

しているか。この空港道路を県としてどのよう

に捉えているかということ。私は一般質問を何

回かしまして、長期で難しいということであれ

ば、ここにも書いてあるように、ワイヤーロー

プを３００メートル付けていただきました。た

だ、カーブの多い空港道路は一回事故が起きれ
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ば死亡事故につながるんですね。過去にも死亡

事故は何件も起きています。 

 ですから、これをこの３００メートルでその

まま、これでとりあえず事故があったところだ

からやりましたということで終わるのか。これ

は土木の管轄じゃないかと思いますけど、この

ワイヤーロープの件をまだ延長して年次計画で

やっていくかのか。この２点についてお伺いし

ます。 

瀬戸道路建設課長 空港道路の件です。 

 １点目の４車線化などを定期的にどうしてい

くのかです。まず、大分空港道路の役割として、

当然ながら空港へのアクセスということで、現

在もバスを含めて、自動車でのアクセスに非常

に重要な役割を果たしていると認識しています。

そういったことから、この道路の機能というの

はしっかり確保していかないといけないと考え

ています。 

 一方で、委員からありましたが、今、ホーバ

ークラフトの準備が進められています。それに

よって、空港へのアクセス手段が一つ増えると

いう形になろうかと思います。まずはしっかり

とその状況を見る必要があると考えています。

それによって車の利用量もそうですが、どうい

った変化があるのか。例えば、ホーバークラフ

トが欠航になったときにどういう動きになるの

か。そういった状況や、あとは利用者のニーズ

をしっかりと把握した上で、空港道路の果たす

役割がどうあるべきかというのは、その状況を

踏まえてしっかりと考えていく必要があると考

えていますので、現時点で４車線化をやる、や

らないという決定を出しているというものでは

ありませんので、しっかり状況を見ながら考え

ていきます。 

 ２点目のワイヤーロープの件です。そういっ

た中で、事故が発生した区間は２車線対面通行

であるがゆえに発生した事故ということであり、

それを防ぐために車線の間にワイヤーロープと

いう形で、物理的に接触を防ぐワイヤー状のフ

ェンスをこの３００メートル区間で施工しまし

た。こちらは令和６年５月に施工したばかりで、

ワイヤーロープも当然効果とともにまだ課題も

あり、しっかりとその課題に対処できるかとい

うのを見極めていかないといけません。一番大

きい課題は、実際事故が起きた後に修理しない

といけないんですが、それにかかる手間や負担、

そういったところを県の今の体制の中でどれだ

けしっかりできるかというのを検証していかな

いといけないと考えています。こちらもある一

定期間見た上で、どういった課題があるかとい

うのを洗い出し、さらにこれを伸ばしていくべ

きなのか、別のアプローチを考えるべきなのか

というところに進めていくように考えています。

まだ施工して半年ちょっとというところですの

で、どういった状況になるかをしっかりと分析

していきたいというふうに考えています。 

阿部委員 これはちょっとおかしな話じゃない

かと思うんですよ。もし仮に事故があったとき

に、ワイヤーを元に戻すのにどのようなことが

できるかという話だと思うんですよ。そうです

よね。これは私が質問して、前の部長のときに

答弁があったんですよ。最初に僕が質問したと

きです。２回目に質問したときは、やっと部長

がその気になってくれたんですけど、１回目の

ときは今と全く同じような答弁でした。これは

本末転倒じゃないかな。事故が起きたときに元

に戻すための技術を今確立されているかどうか。

それから、人がいるとかいないとか。これは第

１の目的は、事故を未然に防いで、人の命を助

けるために造るのがワイヤーロープですよ。事

故が起きたときにワイヤーロープを元に戻すの

が技術的にできるかどうかみたいな話は後なん

ですよ。じゃあ、ワイヤーロープで３００メー

トルの間に事故がなくて、ワイヤーロープがな

いところで死亡事故があったときはどうするん

ですか。その死亡事故を防ぐためにワイヤーロ

ープを張るわけですから、本末転倒じゃないか

な。何のためにワイヤーロープを張るんですか。

事故が起きたときに元に戻すのをしっかりする

ために張るんですか。 

瀬戸道路建設課長 ワイヤーロープの目的は、

事故を防ぐため、特に死亡事故、重大な事故が

起きないようにするためというのはおっしゃる

とおりです。そのために設置するもので、現時
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点において直近で発生した事故があったので、

その箇所が一番危険であろうと。あとは施工で

きる条件や地形的な条件等々あるので、そこも

見極めた上で現在の箇所に施工しているという

ところです。 

 それを拡張していくかどうかという点に関し

ては、当然危険な箇所というのをデータも取り

ながらしっかりとアップデートしつつ、さきほ

ど私が申し上げたような事故時の対処というの

もやっぱり考慮しなくてはならない要素だと考

えています。加えて、委員からもありましたが、

費用面もありますので、しっかりとその辺を総

合的に判断して、今後どうしていくかというの

を考えていく必要があると思います。 

阿部委員 是非お願いしたいと思うんですが、

東九州自動車道の速見インターから北の方に向

かって、ＮＥＸＣＯは随分とワイヤーロープを

張ってくれていますね。４車線化は今院内のと

ころの工事を進めているんですが、ワイヤーロ

ープはずっとその手前までやってくれています

ね。やはり１回事故が起きれば死亡事故にすぐ

つながります。是非そこら辺を考えて、過去に

死亡事故があった危険個所が何箇所もあるわけ

ですから、そこら辺も調査しながら、予算とも

相談して、是非これは進めていっていただきた

いと思います。 

麻生委員長 阿部委員からの御意見であります

ので、具体個別案件については常任委員会でも

しっかりと委員と連絡を取って、深掘りをした

議論を進めていただければと思います。 

 私の方からただいまの話も含めて、豊ちゃく

プランの中で、既に広域道路ネットワークの階

層について、さきほど高規格道路と一般広域道

路等々についての説明をいただきました。高速

道路の完全４車線化が終わる時期というのはめ

どが立っているものと立っていないものとか、

中九州とか、いろいろ時期が変わってきますよ

ね。さきほどの課長の、総合的に勘案して、次

の構想道路への着手への移行という部分につい

てはそれから先だというような話がありました

が、ある程度豊ちゃくプランの今やっている部

分を早く仕上げていただく、あるいはそのため

の投資を呼び込んで財源措置をしていくという

ことが一番課題だろうと思うんです。その辺に

ついて、今年の一般質問の答弁で部長が、いつ

までも構想道路のままではいけないということ

で、各土木事務所とも総合的な調整をしながら

意見聴取をして、地域の実情に応じて前向きに

進めていくというような答弁があったと認識し

ています。そのためには、今やっているそれぞ

れの事業をいかにスピードアップするかという

こと、そして、いつめどが立つのかという一覧

表があるといいと思います。その上で、例えば、

さきほど空港道路に関しての４車線化について

はまだプランの中にも入っていないんだと。そ

れを先にすべきなのか、他の新たな構想道路を

やるのかという問題や、あるいは中九州道路が

宮河内インターまでつながってめどがつけば、

そこから先の構想道路をやらざるを得ないとい

うようなことも出て、あるいは一緒に大分港ま

でつなぐべきじゃないかとか、そういう時期的

な問題とかも出てこようかと思うんですよね。

だから、そういうような先を見越して今から準

備をしておかないといけない。そういった部分

を調査研究し、議論していくというのが当特別

委員会に課せられている使命なので、その辺の

方向性についてどのように考えているのか、入

口だけでも構いませんので説明を求めます。 

瀬戸道路建設課長 少し説明が長くなるかもし

れませんが、まず委員長がおっしゃられた豊ち

ゃくプランは豊の国ちゃくちゃくプランという

のを道路部局で作成しています。こちらは何か

というと、道路のこの先５年間のうちに開通す

る事業を整理して公表するという取組をしてい

ます。それによって、県民の方にこの道路がい

つ頃開通するかというのを知っていただくとと

ともに、我々が事業を行う上でもその目標を守

るべくしっかりと工程管理や予算確保に取り組

むという両面から豊ちゃくプランというものを

つくって公表しています。 

 こちらは５年以内に開通が見込まれるところ

を整理して掲載しています。当然それ以外の５

年以上かかる事業、若しくはいつまでかかるか

見通しが難しいものも含めて、現在多様な事業
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をやっているところです。 

 豊ちゃくプランには大きい事業もあれば小さ

い事業もありますが、豊ちゃくプランとは離れ

て、今やっている事業の中でバイパス整備等の

大規模な道路関係の事業を約７０か所程度進め

ているところです。そして、既に一部施工済み

のところもありますが、それぞれの細かい計算

を省いて、全体事業費を足し上げると大体３千

億円ぐらいになります。 

 一方で、新しい道路を造ったり、今の道路を

抜本的に改良する事業に使っている予算が、だ

いぶ増減はありますが、直近だと２５０億円ぐ

らい確保しています。ですので、単純な割り算

でいくと、今やっている事業を終えるためにも

まだ十数年かかるというところが現状です。当

然個別の道路の状況がありますので、それより

長くかかることもありますし、早く終わるとこ

ろもあります。 

 そういうところがありますので、委員長がお

っしゃるとおり、まずはやっている事業をしっ

かりとゴールまで行けるように、必要な予算を

確保しつつ、コストカットもやりながら、しっ

かりと完了を目指していくということがまずは

目指すべきところだと考えています。 

 そういった中で、構想路線に対しては、こち

らも委員長から御紹介がありましたが、さきの

議会の志村議員の代表質問の際に部長が答弁し

ました。志村議員の質問の趣旨は、構想路線の

ような企画段階のものを考えると、土木事務所

が今１２あるが、ここの企画を担当している職

員が重要な役割を果たすんじゃないかという趣

旨でした。部長の方からは、本庁と土木事務所

の役割分担を述べた上で、しっかりと地元のニ

ーズを把握して、そういった構想路線を含めて、

今後の道路の在り方を考えていく。そういう情

報を収集する機能は土木事務所が担っていくも

のなので、そこの体制をしっかりと確保した上

で取り組んでいくという旨を答弁しました。 

 構想路線については、しっかりと土木事務所

の機能をいかして、どういったニーズが地元で

あるのか、どういった地域の人口や産業の変化

があるのか。さきほど観光もありましたが、い

ろいろな役割があって、道路に期待されるもの

は何かというのをしっかりと吸い上げた上で、

行政がどうあるべきかというのを今やっている

事業が終わる、若しくはそのタイミングの後に

やるべきものは今からしっかり準備していくと

いうことだと考えています。そのための情報収

集をしっかりと土木事務所で行いつつ、それを

積み上げて本庁で検討していくということかと

思っています。 

麻生委員長 ありがとうございました。豊ちゃ

くプランだけでも十数年で、既に長計に盛り込

んでいるものを含めても１０年先まで、さらに

それが先延ばしされるかもという現実の認識を

しっかりしなければならないわけですよね。観

光の方では、インバウンドも多く、海外からの

お客さんがレンタカーで大分県内をかなり走り

回って、事故も増えているというような実態も

ある中で、観光サイドからもその豊ちゃくプラ

ンの尻を常に認識をして、もっと急げというよ

うにせっつくことも大事だろうと思いますが、

そういう両者の連携というのは定期的に何かや

っているんですか。そこはちょっと伺いたいと

思います。 

瀬戸道路建設課長 連携という意味では、個別

の案件があるたびにというところなので、広域

的な観光や、最近であれば自転車の関係とかい

ったところは道路と密接に関わるものもありま

すので、しっかりと意見交換をして取り組んで

いるところです。 

麻生委員長 よく実情が分かりました。 

末宗委員 ちょっと疑問なんだけど、３ページ

の図面で、構想路線の宇佐国見道路は高規格道

路じゃないと言うけど、高規格道路で運動して

いたんだけどね。どこで誰が落としたんか知ら

んけど、ちょっと説明。 

 それと、次に図面でおかしいのが４ページの

宇佐で中津高田線というのがあるんよ。それが、

これを見ると、中津高田線じゃなくて中津安岐

道路となっとるんよ。まずその２点が図面で分

からなかったから説明して。 

瀬戸道路建設課長 まず１点目の宇佐国見道路

です。説明の中でも少し触れましたが、今の新
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広域道路交通計画が令和３年に策定されました。

それ以前に、平成６年にも同様に計画をつくり

ました。その当時は大分幹線道路といったもの

を位置付けるようなタイミングだったんですが、

宇佐国見道路というのは候補路線というカテゴ

リーに入っていました。要は高規格道路の候補

であったということが当時からあり、この令和

３年に策定した道路交通計画で、同様のカテゴ

リーになるのは構想路線です。ですので、位置

付けが変わったというものではなくて名前が変

わったという…… 

末宗委員 落としたんか。 

瀬戸道路建設課長 従来から高規格道路の候補

でした。 

末宗委員 候補ということは知ってる。県がラ

ンクを落としたの。 

瀬戸道路建設課長 落としたというよりは、横

滑りという形です。 

末宗委員 まあいいや。 

瀬戸道路建設課長 ２点目です。４ページの図

で、確かに分かりにくい図ですが、一般広域道

路の緑色の線の中に、ふだん耳慣れない名前が

記載されています。こちらは委員のおっしゃる

とおり、例えば、中津安岐道路はその一部の区

間は県道中津高田線であり、国東の方に行くと

また別の県道になりますが、それをあわせた形

で計画上の名前として付けています。実態は中

津高田線も含まれているとお考えいただければ

と思います。 

末宗委員 あわせたのがいいかどうか分からん

けど、中津高田線とその先じゃ道路の意味が違

うよ。宇佐国見道路は計画としては一番長いん

や。それで、費用対効果とか何とか言うんだけ

ど、今日はその件はあまり触れんわ。 

 それと、宇佐線が主にやっているのが黒川松

崎線に今お金をかけている。それと、中津高田

線の延長でダイハツからの４車線化を計画して

いる中で、お金はもっとかかるんだろうけど、

全体として中津日田道路は本耶馬渓の青の洞門

までできてるんや。その間がちょっと空いてい

るけどね。その青の洞門と宇佐の国道５００号

がつながるわけよ。それを宇佐の人は観光道路

として考えていて、これは土木でも観光が答え

てもいいんだけど、ウサギか何かが通るような

道路じゃなくて、バスが通るようにしたら、観

光がね、それこそ大分県の周遊に随分つながる

んよ。宇佐、安心院、別府までね。 

 土木は費用対効果がなかなか少ないから予算

が付かんと言うわけよ。それは意味は分かるん

よ。だから、観光局があるんだから、観光局と

いうのはこういうことを土木に提案して、費用

対効果が悪いけど、こういうのを造れば大分県

の観光の路線が一つ出来上がるというようなこ

とをやってもらいたいんだけど。そういうこと

をするのが観光局だろうと思うんや。今後そう

いうのを土木と観光局は打ち出してもらいたい

んや。 

 特に、今観光と土木が一緒に協議してるから、

そういう土木は費用対効果でできないけど、観

光が進めてくれんかというような、そういう路

線に僕はしていただきたいと思って発言してい

るんだけど、ちょっとそこらあたりの見解を両

方から聞きたいんよ。 

長谷部観光誘致促進室長 確かに、宇佐から安

心院、耶馬溪とか、そういったところにつなが

ると、さきほどから申し上げていますように、

県内周遊の効果があるのかなと思います。そう

いったところは観光の動向であるとか、あとは

地域住民の方、観光事業者、そういった方の意

見とかも聞きながら、どういったところがどう

いった取組をやるべきなのかというところは今

後…… 

末宗委員 今後じゃない。今までも言ってきた。 

長谷部観光誘致促進室長 土木と連携しながら

意見交換等はしたいと思っています。 

末宗委員 今まで土木とこの路線でしちょんの

か。 

長谷部観光誘致促進室長 この路線については

そういった話合い等はまだ行っていません。た

だ今後、状況等は確認したいと思います。 

瀬戸道路建設課長 委員がおっしゃるとおり、

道路事業をやる上で費用対効果は一つの重要な

要素です。外部や県民への説明という意味にお

いても、一つ重要な指標になるのは間違いない
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ところです。 

 一方で、道路の果たす効果というのは費用対

効果で測り切れない部分があり、観光も代表的

なところです。観光の交通量は計算できますが、

経済効果や、最近でいうと防災の効果といった

ところはなかなか貨幣換算しづらいものも道路

の効果であろうというところがありますので、

そういった定性的な効果も含めてトータルで考

えて、この事業をやるべきかどうかというのは

しっかりと観光部局と連携して考えていきたい

と思います。 

麻生委員長 ただいまの案件に関しては、観光

戦略を策定するにあたって、それぞれの振興局

や市町村との連携の中でしっかりとヒアリング

もしながら、土木事務所とも連携を図って、そ

ういう声に対してしっかりと説明責任を果たす

ように当委員会としても求めておきたいと思い

ます。そういうことでよいですが。 

末宗委員 最後に一言。 

 委員長が今まとめてくれたんだけど、この話

は今初めて聞いたような話で２人とも話しよる。

前から言ってるんよ。土木事務所とか観光局に

も言ってるんだからね。それをちょっと考えて

物を言ってもらいたい。 

三浦委員 まずは４月から６月のＤＣで、１２

０億円の経済波及効果の目標でしたが、大幅に

上回る１４６億円でしたね。前回のＤＣのとき

に比べても宿泊客数がかなり伸びたということ

で、まずは室長を含めて皆さんお疲れ様でした。 

 ただ、反省すべき点は、前回もそうなんです

が、やはり市町村ごとの温度差が今回のＤＣを

見ていても感じられる部分があったんじゃない

かと思います。 

 このＤＣもそうなんですが、大分県はここ近

年を見ても、かなりビックイベントが目白押し

だったと思います。世界温泉地サミットやラグ

ビーワールドカップもありました。世界の情勢

によって大きく異なってくる場合もありますが、

一過性に終わらせてはいないと思うんですが、

どうしてもその先がつながっているようになか

なか見られないというか、観光なので見づらい

部分もあると思うんですが、来年の万博もある

ので、引き続き、県内外、国外の方も含めて観

光誘客をしっかりしていっていただきたいと思

います。 

 １点、他県で大変申し訳ないんですが、岡山

県が今年度、中国地方、四国でタイの直通便が

ないということで、チャーター便、直通便も踏

まえて、かなり予算をつぎ込んでタイにアプロ

ーチをしているようです。そこがどうかという

ことはさておいて、しっかり戦略的な観光誘客

を踏まえてほしいと思います。 

 加えて、これはさきほどから出ていますが、

企画振興部になると思います。ホーバーが就航

して、これからまたかなり注目度が高まってく

ると思うんですが、ホーバーに１回乗ったらも

ういいやとなる方もいるかもしれないので、こ

れは観光コンテンツの素材の一つとして、初め

て来ていただいた方にホーバーを利用してもら

ってさらに大分県を知ってもらうと。ホーバー

なくしても大分にまた行ってみたいというよう

な観光情報発信や、国東地方や西大分地方での

周遊も踏まえて、振興局並びに市町村と連携を

取ってやってほしいと思います。 

 道路の方は、さきほど阿部委員からありまし

たが、空港道路は私も以前からホーバー就航後

の利用状況等によってということで聞いていま

すが、私も沿線に住む者の一人として４車線化

を進めていってほしいと思います。県が４車線

化をやっていくという方向がまとまれば、これ

はＮＥＸＣＯですが、日出－速見間の４車線化

に向けてもしっかり後押しできるんじゃないか

なと思いますので、是非両部局、これからの活

躍を期待していますので、よろしくお願いしま

す。 

長谷部観光誘致促進室長 ＤＣについては、あ

る一定の経済波及効果も出て、成功に終わりま

した。当然レガシーというところで取組をやっ

ていくという話になるかと思います。 

 ＤＣは一つの観光キャンペーンではあったん

ですが、これ機に各地域で地域素材を磨き上げ

て、それを魅力あるものにして、それを基に各

地域に観光客を誘致しようということで、確か

にいろんな温度差はあったんですが、各地域の
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方でも地道な活動でそういったつくり上げをし

ていったという経緯があります。そういったと

ころの素材をうまく生かしつつ、県の方でも商

談会やプロモーションで旅行会社の方にそうい

った素材を売り込んで旅行商品にしてもらう活

動をやっているところです。 

 あと、ホーバーについては、今の時点では西

大分の周遊の航路というところで始まっていま

す。やはり世界でも、ホーバーに乗れるという

と、大分かイギリスという話になりますので、

一つのコンテンツとしては有力なものであると

思います。ただ、それだけを目的に来てもらっ

ても、その後が続かないというところはありま

すので、ホーバーを一つのパックとして、いろ

んなパッケージの商品をつくるとか、旅行商品

をつくるとか、そういったところは県外の旅行

会社に売り込みをしたいと思いますし、あとは、

いろんなところでの情報発信等の取組をしたい

と思っています。 

瀬戸道路建設課長 空港道路の件、激励いただ

きありがとうございます。道路に関しては、大

分県全体もそうですし、地域の方々に喜ばれる

ような、またプラスの影響を与えられるような

道路になっていけばというふうに考えて取り組

んでいますので、しっかりと地域の方々の声に

も耳を傾けながら検討を進めていきたいと考え

ています。 

澤田委員 ちょっとお聞きしたいんですけど、

外国人旅行客の九州内周遊の状況をさきほど説

明いただきました。これをずっと見ていく中で、

プロットとしてはどうしても福岡経由で阿蘇を

目指して、そして大分の方に向かってくる矢印

が非常に多くて、逆に欧州、アメリカ、オース

トラリアは長崎方面が非常に多いという顕著な

方向が見られます。私はこれを見たときに、や

はり宮崎県の議員としたら、今、八代ルートと

の新幹線構想を考えていると思うんですが、み

んなが阿蘇を目指して来るという途中経過を踏

まえたら、そのまま八代を通って宮崎に来ても

らいたいという可能性もあると思うんですよ。

こういった場合に、大分県は宮崎県との観光客

の誘致、特に外国人観光客に対してどういった

連携が取れるかというところが非常に大事にな

っていくと思うんですが、今このように宮崎県

はほとんど外国人が来ていないという現状であ

れば、宮崎県としては何としてでも外国人を迎

え入れていきたいという思いがあると思うんで

すね。 

 そういった意味で、大分県としての利便性と

いうのを宮崎県にしっかり訴えていきながら、

宮崎県と連携して新幹線ルートに対してもしっ

かりと引き込んでいくという構想が必要かと思

いますが、この観光の面でどういった今後の対

策を考えているのかお聞かせください。 

長谷部観光誘致促進室長 大分県と宮崎県とで

連携した誘客の取組は、国内誘客では長くやっ

ています。共同でＰＲをしたりというところも

ずっとやっているところです。 

 インバウンドについて、宮崎県は大分県ほど

の取組は進んでいない部分があるんですが、一

つ、サイクルツーリズムの関係で、県境をまた

いだところとか、日豊海岸沿いの市の方で協議

会をつくって、サイクルを活用した誘客という

ところで、インバウンドの誘客は可能性として

あるので、そういったところで連携して取組は

やっていけるかなというところです。 

 新幹線の絡みになってくると、まだそこまで

取組は進んでいませんが、個々の誘客の部分に

ついては連携して取組をしています。 

澤田委員 ありがとうございます。外国人の旅

行動向を見たときに、以前勉強したときには、

九州の中では交通手段を一番重視しているとい

うアンケートがあったんですね。それを考えた

ときに、今、パーセンテージでは、バスとレン

タカーという交通手段が多くて、鉄道というの

は結構少なかったと思います。そういった交通

の利便性ということを考えたときには、やはり

今回の主題である広域交通ネットワークという

のは非常に大事になっていくと思うんですが、

そういった部分も踏まえて、何らかの対策をし

っかり取っていかないと、やっぱり宮崎として

もいろんな考えが出てくると思いますし、大分

は大分として、国内旅行客もそうですし、外国

人のインバウンドも集客していくというのが県
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民にとって一番よいことだと思いますので、そ

ういったものについて今後何かいい資料とかが

あったら教えていただければと思います。よろ

しくお願いします。 

木田副委員長 交通網と観光との関係です。先

日、九州でツーリズムのプロモーションがあっ

たと思うんですが、その商談会のときに台湾の

観光サイドからは、福岡、大分になると、大分

は直行便がないので往復するのがもったいない

と指摘をされていたのを見ました。台湾便がも

し大分空港に就ければ、１４ページの赤いライ

ンが下から上に赤くなって、国東半島をぐるっ

と一周回って帰ってもらえるものなのか。レン

タカーを福岡空港で借りて大分空港で乗り捨て

というようなサービスは受けれるのかとか、そ

の辺のところを教えてください。 

 それとあと、フェリーですね。昔のダイヤモ

ンドフェリーのときは松山や高松に寄っていま

したが、今、松山に寄るということが大分の観

光にとってプラスになるのかどうか、観光局は

どう思っていますか。四国もインバウンドのお

遍路さんが結構いるので、大分の観光に寄った

ときにプラスになるのかどうか、どういうふう

に思っているのか教えてください。 

長谷部観光誘致促進室長 台湾については、台

湾便が大分空港に就航すればそれなりの効果と

いうのはあると思います。さきほど韓国の際に

言いましたが、移動にかかる距離、時間がかか

ると、やっぱりその分の滞在時間が短くなって、

その分の消費が落ちる傾向にもありますので、

直通の便ができるということはそれなりの効果

があると思います。今、交通部局の方で台湾の

方への働きかけというのをやっていると聞いて

いるので、注視していきたいと思います。 

 それと、レンタカーについては、私も詳しく

はないんですが、恐らく乗り捨ても可能かとは

思います。 

 それと、フェリーについてですが、さきほど

外国人の方が多く乗ってきているという状況は

お伝えしましたが、今後、四国との連携、フェ

リーを使った観光誘客というのは、一つ重要な

部分ではあるかなと思っています。その一つと

して、来年、瀬戸内の方で瀬戸内国際芸術祭が

万博とあわせて開催をされます。芸術祭につい

ては結構な方がいるので、そういった方を大分

へ誘客する。瀬戸内国際芸術祭にあわせて国東

の方でも芸術文化祭が開催されるという予定も

ありますので、そういったつながりで、フェリ

ーを活用して大分に来てもらうといったところ

の働きかけ等もやっていきたいと考えています。 

木田副委員長 ありがとうございます。熊本空

港はチャイナエアラインが飛んでいますので、

恐らく福岡インで熊本アウト、熊本インの福岡

アウトができているんじゃないかと思うので、

是非交通部局に強く働きかけてもらいたいと思

います。フェリーはそういう取組があるという

のはいいなと思います。ダイヤモンドフェリー

時代に結構松山へ行くことがあったんですが、

あれがなくなって本当に四国に行くことが減っ

たなと思いますが、是非瀬戸内周遊で強化をお

願いしたいと思います。 

今吉委員 今日いろいろ話が出ましたけど、こ

の広域交通ネットワーク特別委員会ができたの

は、東九州新幹線がなかなかできないというこ

とでできたと思うんです。５０年経ってまだ分

からないと。市の職員も、もう当然みんな辞め

ていってしまうから形が見えないんですよね。 

 だから今回、この道路の構想路線も含めて、

やっぱり何年後という目標が一応あると思うん

ですよ。そのためにはどうするかとか、いろん

な地域の問題点とかもあるでしょうけど、やっ

ぱり国の力がいると思うんですね。今、国土交

通省から副知事も含めて来ているでしょう。そ

ういう人の知恵を借りて国との交渉というのは

少しは動いているんでしょうか。 

瀬戸道路建設課長 こちらの構想路線というの

は、全国で新しいものを令和３年につくったと

きに、新しい名前として整理されたものです。 

 この構想路線を今後どう進めていくかという

のは、国レベルにおいてもまだ明確には決まっ

ておらず、これから考えていく状態ということ

は把握していますので、委員がおっしゃるとお

り、どう進めていくのかというのをまず明確に

してもらって、その上で、それに沿って取り組
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む必要があると考えています。 

今吉委員 東九州新幹線の話は、交通局長が言

うには、四国新幹線は国や国会議員がものすご

く動いていると言うんですね。そういうような

ことを踏まえて、少しでも形を見せるためには

国とどういうふうに動くかということも、国か

ら来ている以上はそういうことを踏まえてやら

ないと。ただ構想だけ練って、１０年、２０年

経ってもできないという話じゃ意味がないんで

すね。形が見えないと、県職員を辞められない

でしょう。よろしくお願いします。 

麻生委員長 さきほどサイクリングの件が出た

ので、ちょっと私から質問します。ツール・ド

・九州もやっている中で、国土交通省のナショ

ナルサイクルルートの指定というのは難しいん

ですか。ハードルが高いんかな。 

瀬戸道路建設課長 ハードルが高いかという    

と、高いと思います。基本的には物理的な環境

の整備というのがまずは必要になってくるので、

しっかりと安全かつ快適に走行できる走行空間

というのを一定程度整備して、それがルートと

して連なっているという形を外形的に整える必

要があります。まずはしっかりとそこを整えた

上で、そのルートを登録してもらえるようにし

ていくということになるので、物理的な整備と

いうところのハードルはかなり高いという認識

です。 

麻生委員長 是非連携を図って、指定を目指す

ぐらいの取組もあっていいんじゃないかなと思

いますので、研究課題として申し上げておきた

いと思います。 

 ほかによろしいですか。 

末宗委員 ちょっと１点だけ。 

 大分県は昔、農林水産部の方で広域農道をた

くさんやっていたんよ。そのときはほとんどみ

んな単費じゃ。だから、会計検査もなかったん

だけど、土木の場合はほとんど国の公共予算で

やっているよね。今、農林水産部が単費のそう

いう事業をやっていないから、そういう単費の

分が随分動かせないことはないだろうとか思う

んよ。そういうのを利用すれば国の公共予算も

たくさん取れるし、そこあたりの発想というの

もちょっと今後取り入れてくれんかね。よろし

く。 

麻生委員長 要望ということで。 

 それでは、委員外議員の方は御質疑ございま

せんか。 

宮成委員外議員 広域交通網を考えるときに、

今の観光のトレンドを見ると、観光と土木部署

が一緒にというのは本当に意義深い会議だった

なと思っています。 

 その上で、１点ずつ聞かせてもらいたいんで

すが、福岡空港からのということでありました

が、九州のそれぞれの空港に乗り入れているの

が大分とか宮崎とかは少ないんですけど、鹿児

島が多くて、佐賀とか熊本とかは一定量あると。 

 そうした中で、大分県内の代表的な観光地で

ある国東半島というのは、この福岡を見ると非

常に弱く見えます。県内の観光客が韓国中心で

５０％というのも、大分空港の乗り入れのフラ

イトを見れば納得します。そこで質問したいの

が、この２ページからのこういったデータで、

空港ごとに何か掴んでいるものが、この調査に

限らずあるのか教えてください。 

 それから、構想の７路線ですね。これが、こ

れから先、整備までに大きな時間がかかるとい

う中、今ある既存の県道等の改良を行う上で、

この構想７路線がどこか頭にあって、その整備

に何かの影響があるのか。要するに、長い目で

見れば整備されるところだから、抑制に働くと

いう面があるのか、あるいは必要な道路だとい

うことで推進に働くといったことはあるのか、

もし分かれば教えてください。 

長谷部観光誘致促進室長 空港ごとの人の流れ

ということでしょうか。 

 今回お示ししたデータは各エリアに区切って

出しているものなので、空港に絞ったデータと

いうのは持ち合わせていません。 

麻生委員長 それはまた総合交通の方で。 

瀬戸道路建設課長 構想路線と現道の改良や整

備の関連性というところだと思います。 

 まずは、その構想路線自体がどうなるかとい

うところが不明確なので、なかなか申し上げに

くいところですが、一般論としては、近接する
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箇所に似たような機能を持つ道路は当然ながら

いらないというところです。ですので、例えば、

構想路線はさきほど申しましたが、高規格道路、

または一般広域道路の要件に合致する可能性が

あるということですね。高規格道路のイメージ

としては自動車専用道路です。一般広域道路と

いうと、国道１０号ですとか、そういった感じ

ですが、それと同じような現道改良をするので

あれば、同じような構想路線はいらないという

ことになってしまいますので、構想路線がどう

いう役割を担って、どういう機能を果たすか次

第なところがあります。 

 一方で、その機能がまだ決まっていないので、

何とも言いようがないところです。一方で、現

道の課題がある箇所というのは当然緊急度があ

りますので、そこは構想路線どうこうにかかわ

らず、やるべきものはしっかりやるということ

は必要と考えています。 

宮成委員外議員 今までこの構想路線があるか

らということで特に影響は及ぼしていないとい

うことで理解しました。ありがとうございまし

た。 

麻生委員長 ほかに質疑もないようですので、

これで付託事件に関する調査については終わり

たいと思います。 

 当特別委員会ですが、常任委員会での議論で

終始している部分と重なった部分があったかと

思いますが、お許しを願います。それほど長計、

１０年先、それより先の話について当委員会と

しては提言書をまとめないといけないものです

から、また皆さん方のそれぞれのプラン、戦略、

その策定の中での横の連携、情報共有の中で、

将来の夢を共に追い求めるために必要な事項等

々、是非当特別委員会にもお寄せいただいて、

夢を実現できればと思っていますので、御協力

を引き続きお願い申し上げます。執行部の皆さ

んお疲れでございました。 

 記者や傍聴の皆さんも御退席を願います。委

員の皆様はこのままお待ちください。 

〔執行部 退室〕 

麻生委員長 それでは内部協議を行います。 

〔協議〕 

麻生委員長 次回は、１月２７日から２８日に

かけて県外所管事務調査を行いますので、出席

をお願いします。 

 お疲れ様でした。これにて終了します。あり

がとうございました。 


